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研究成果の概要（和文）：　本研究は、アルツハイマー病患者における、主観的な時間感覚の障害を調査した。
患者を対象としたインタビューを行い、得られたデータを、質的研究の一方法であるグラウンデッド・セオリー
法を用いて解析した。その結果、5つのカテゴリーが得られ、それらは｛「自分時計」で過ごす｝、｛過去が立
ち上る｝、｛現在と過去を行き来する｝、｛未来が想像できない｝、そして｛「明日にでもさようなら」｝だっ
た。アルツハイマー病患者における主観的時間の流れのモデルとして、過去はありありとここにあるように想像
され、一方で、未来は想像が困難であることが示された。
　

研究成果の概要（英文）：This study investigated disorder of the subjective time sense in the 
Alzheimer's disease patient. The interview for patients was performed, and provided data were 
analyzed using the Grounded theory method that was the one of the qualitative study. As a result, 
five categories were provided. The Alzheimer's disease patient imagined a past to be right here 
vividly, and, on the other hand, it was difficult to imagine the future.
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１．研究開始当初の背景 
認知症患者において、時間認知の障害が明
らかにされはじめている。しかし、個々人の
病像や各種の症状に対して、時間感覚の障害
がどのように関連しているのかについては、
いまだ明らかになっていない。 
 近年、心的な時間の研究が、動物やヒトを
対象として認知科学の領域で進められてき
た。ヒトの心理学的な時間については、同時
性・継時性の知覚、運動のタイミングやリズ
ム、時間的順序の認知、持続時間の認知、時
間的な定位など、様々な側面が知られている。
時間認知の神経基盤についての先行研究で
は、小脳や大脳基底核が短時間の知覚におい
て体内時計やペースメーカーの役割を果た
し、より長い時間間隔の推測には前頭前野や
海馬を含めた側頭葉内側が関わっているこ
とが知られている。更に、機能画像による研
究からは、前補足運動野、前部帯状回、前頭
前野、頭頂皮質、大脳基底核などが関与する
領域として挙げられている。  
症候を単位としてのヒトの心理的時間の
障害については、時間（タイミング）測定の
誤差（前向性、逆向性）、時間の見当識障害、
age awarenessの障害、前向性および逆向性
の主観的な時間の流れ方の変容が提示され
ている。主観的な時間の流れの成立には、エ
ピソード記憶が主要な役割を果たしている
と考えられる。エピソード記憶は、“what” 
“where” “when”の要素をもつ。“when”
の要素がヒトに限られた能力なのか、動物に
もみられるのかには議論がある。ヒトでは、
“when”を含んだエピソード記憶によって
「過去へのこころの旅」が可能であり、それ
は自己の感覚を支えるものであると言われ
る。 
少子高齢化が進行し、超高齢社会になって
いる現代の日本において、認知症患者の介護
は今後とも重要な課題であり続けることが
予想される。「介助で食事を終えたばかりな
のに、再び食べたがる」「付き添いの人的負
担を使って散歩から帰ってきたばかりなの
に、すぐにまた外へ出たがる」といった認知
症の症状は、介護現場を疲弊させる問題の一
種である。主観的な時間の流れの障害は、こ
れらの日常生活における言動の問題を説明
する症候として位置づけられる。本研究では、
高頻度で代表的な認知症であり、エピソード
記憶の障害を特徴的に認めるアルツハイマ
ー病（AD）患者における、主観的な時間の
流れの障害を明らかにすることを目的にす
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は、AD 患者における、主観的な時
間の流れのモデルを提示することを目的と
する。そのため、探索的なインタビューを実
施し、グラウンデッドセオリー（GT）法を用
いて、時間の流れのプロセスに関するモデル
を構築する。それにより、AD 症状における

心的時間とその障害の関与を解明し、認知症
症状の理解に時間感覚の視点を導入して、時
間の流れる感覚に対するアプローチを開発
する基礎を得ることを目指す。 
 
３．研究の方法 
対象は、AD 患者 11 名である。アルツハイ
マー病の診断には、Revised NINCDS-ADRDA 
criteria 8 を用いた。アルツハイマー病患者
は、昭和大学病院で平成 27 年 2 月から 5 月
に診断された。 
 インタビューは、主観的な時間の流れ方に
ついて、探索的な半構造化インタビューを行
った。録音したインタビューは逐語化し、質
的法研究方法の１つである GT 法を用いて分
析を行った。GT 法は研究下の事象を理解する
ための枠組みを生成することを目的とした
質的研究法の 1つである。そこで生成された
理論はデータにあてはめられたものではな
く、データに根ざしたものであり、研究者の
主要な役割は現実世界を読み解く新しい意
味づけを見つけることである。 
 
４．研究成果 
分析において、対象者の主観的な時間の流
れや、現在・過去・未来のできごとについて
の語りに注目しながら、11名のインタビュー
対象者の逐語を GT 法によってカテゴリー化
した。その結果、5 つのカテゴリーが得られ
た。 
 本研究では、AD 患者にとって過去あるいは
未来を想像する際には全く異なるプロセス
が認められた。すなわち、過去はありありと
ここにあるように想像され、一方で、未来は
想像が困難であった。過去に関して、ADに特
徴的な記憶障害や取り繕いにより、ありあり
と想像された内容は、客観的事実とは異なる
こともあるだろう。しかし、対象にとって、
過去を想像するということは、ありありとし
た像を得るというプロセスである。一方で、
未来を想像するにあたっては、AD や、他の身
体疾患も合併していたり、高齢であったりと
いうことで、具体的な像を説明しがたいとこ
ろもあるかもしれない。しかし、本研究の結
果から、AD 患者には本質的に未来を想像する
ことの障害がある可能性が否定できない。新
たな時間認知の症候として、今後の検討が必
要である。 
 本研究で目指した、認知症症状を時間認知
障害の視点から理解することは、これまでの
研究では不足していた独創的な点である。本
研究を発展させることで、認知症患者の介護
におけるより適切な対応を発見し、将来的に
は、時間の流れる感覚に対するアプローチや
自己意識・人間性の本態の探索にもつながる
基礎となる意義があると考える。 
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